
参考資料４ 

安全スイッチ接点のマイコン取り込みに関する信頼性について 

 
 
１．制御回路の概要 

 

 
２．入力Ｉ/F、出力Ｉ/F の回路構成 

半導体、抵抗、コンデンサから構成される。 
部品数は回路の組み方にもよるが、1 点あたり 10～20 個ではないか。 

 
３．入力Ｉ/F、出力Ｉ/F の危険側の故障確率 

（１）電子部品の MTTFd（自己診断できない危険側故障までの時間）の標準数値 
JIS B9705-1 に掲載されたとおりである（次頁）。故障率λは、λ＝1/MTTFd となる。 

（２）プルーフテスト（Ta）間隔 
年 1 回の定期検査で安全機能をチェックするので、１年となる。 

（３）作動要求時平均機能失敗確率（PFDave） 
JIS B9705-1 によると、PFDave≒λTa（λTa《１のとき）であるので、 
次紙の表において、I/F 回路がバイポーラトランジスタ 10 個で構成されていたとすると、

表の数値から、 
PFDave=1×10/68493=0.000149＝1.49×10-4 

となり、IEC61508 の SIL3 相当の低い作動要求時平均機能失敗確率である。 
 

４．結論 

高信頼度電子部品を適切に使用した電子回路であり、年１回の定期検査において、入力Ｉ/Ｆ
と出力Ｉ/F の回路の機能が正常であることを確認していれば、年１回の確認後は初期の信頼度

に復帰するとされるので、戸開走行保護装置によってバックアップされる安全装置のマイコン

入出力装置については、故障に対する 2 重系等の措置について大臣認定とする必要はないので

はないかと思われる。 
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【JIS B 9705-1】 
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